
他大学との交流特別講演会

全62のプログラム関係者が
一堂に会する
博士課程教育リーディングプログラム 
フォーラム2015に参加して
報告：高橋 陸（パイロット生）

平成27年10月24・25日に開催された「博士課程教育リーディ

ングプログラム フォーラム2015」に、プログラムを代表して5

名が参加しました。フォーラムの一部「学生フォーラム」では、

プログラム生がこれまで受講・経験した教育プログラムによ

り、どのような力が身につき、何をどこまでできるようになっ

たかを5つのテーマごとに示し、私はそのテーマのひとつであ

る「産業界や公的機関などとの連携」について他大学のプログ

ラム生とディスカッションを行ってきました。2日間を通して学

生間で活発な意見交換がなされ、非常に有意義な経験ができ

ました。どのプログラム生も自分のプログラムの良いところ、悪

いところを客観的に把握しており、互いの意見交換がスムーズ

に行えました。また、各自アイディア創発能力やアウトリーチ

力、論理構成力などが鍛えられており、ディスカッションを進

めていきながらスムーズに全体の柱ができていく感覚は非常

に気持ちよかったです。こうした「リーディング世代」と呼ばれ

るであろう仲間と将来様々な形でかかわっていくのが楽しみ

になりました。

分野横断的な視点を養うことができた
The International Chemical Congress of 
Pacific Basin Societies (PACIFICHEM) 
2015
報告：勝山 彬（1期生）

平成27年12月15日から20日までの6日間、米国ハワイ州ホノルル市で開

催されたPACIFICHEM2015は、日本、アメリカ、カナダ、オーストラリア、

ニュージーランド、韓国、中国の化学会が共同で主催する国際会議で、世界

71カ国・地域から約16000名が参加しました。化学全般に関する最先端の

研究発表が一箇所で行われるため、これまで参加してきた学会では触れる

ことのなかった研究分野を知ることができ、分野横断的な視点を養うこと

ができました。初めての国際学会でのポスター発表でしたが、本プログラム

で受けてきた英語教育の成果もあって、積極的にディスカッションを行うこ

とができたと感じています。今後もこのような場を利用し、自らのアウト

プット力に一層磨きをかけていきたいです。

東北大MDと本プログラム共催の第2回合同シンポジウムが、

平成28年3月17・18日の2日間、北大工学部のフロンティア応

用科学研究棟をメイン会場として行われました。平成25年度

に博士課程教育リーディングプログラムの複合領域型（物質）

に採択されたという共通点のある両プログラムでは、合同シン

ポジウムを平成26年度から開催しています。今回は、17日に粘

菌を用いた独創的な研究でイグ・ノーベル賞を2回受賞されて

いる中垣俊之教授（北大電子科学研究所）による基調講演と学

生による活動報告、18日に千葉市科学館職員の針谷亜希子氏

による特別講演が行われ、両日を通してワークショップが行わ

れました。私は、学生企画によるワークショップの運営側として

参加。ワークショップでは、今後両校のプログラム生が協力し

て新たな活動を行うための議論がなされました。両校のプログ

ラム生混合のグループで十分に検討した最後の発表は、どのグ

ループも大変素晴らしい提案で、十分な検討がなされていたと

推定すると、交流を深めるという目的は達成されたのではない

かと思います。

東北大リーディングプログラム
マルチディメンジョン物質理工学
リーダー養成プログラム（MD）との
合同シンポジウムを開催
報告：鈴木 拓郎（1期生）

公開パネルディスカッション
「科学技術イノベーションを駆動する
人とは？」を開催
平成28年1月12日、リーディングプログラム新春特別企画とし

て、公開パネルディスカッションが行われました。議論のテー

マは「科学技術イノベーションを駆動する人」。特別ゲストとし

て、内閣府 総合科学技術・イノベーション会議の常勤議員であ

る原山優子先生にお越しいただきました。前半では、原山先生

自身が策定に携わった第5期科学技術基本計画の内容とその

ねらいについての話題提供がありました。後半では原山先生に

加え、プログラム生4名と石森コーディネーターが参加し、パネ

ルディスカッションを行いました。将来のイノベーション人材と

なる大学院生の多様性（年齢や性別など）のあるべき姿や、日

本の大学院の教育システムの問題点などについての踏み込ん

だ議論が行われ、これらの問題について深く考えるよいきっか

けとなりました。

日刊工業新聞 連載漫画『キラリ研究開発』で、
本プログラムの取組みと3名のプログラム生が
紹介されました
業界紙『日刊工業新聞』の連載漫画『キラリ研究開発』（平成28年2月8日、3

月7日・14日掲載）において、「北海道大学から世界へ！物質科学のリーダー

育成（前編・後編）」と題して、本プログラムの取組みと3名のプログラム生

（高橋 陸・中村 文彦・角田 圭）が紹介されました。『キラリ研究開発』は、理

系漫画家 はやのん氏が最先端の研究開発の現場を訪れて取材した内容を

漫画でコンパクトに伝えることで評判のコーナーです。掲載記事は、本プロ

グラムのホームページに掲載されています。広報専門委員会では、今後も

様々なメディアを活用して本プログラムをアピールしていきます。

平成28年3月10日、“A Global Leader in the 21st Century”

と題した特別企画のパネルディスカッションが開催されまし

た。特別ゲストとして、政策研究大学院大学教授・科学技術振

興機構研究開発戦略センター上席フェローである有本建男先

生にお越しいただきました。前半の論点提示の講演で、有本先

生は、単純に知識を生産しているだけでよかった20世紀型の

研究は通用しなくなっていることを指摘。世界が急速に変化す

る21世紀においては、社会的な価値を考慮して研究を行う必

要があることを強調しました。後半のパネルディスカッション

では、グローバルに活躍するためにリーディングプログラムで

何を学ぶべきかといった議論から、学術政策におけるファン

ディングのあり方、研究体制の作り方、多様な価値観や国際経

験を持つことの重要性についてまで広範な議論が行われまし

た。

特別企画 公開パネルディスカッション
“A Global Leader in the 21st Century”
を開催
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広報海外渡航支援

PACIFICHEM2015のポスター会場での集合写真
14名のプログラム生が海外渡航支援を利用して参加しました

北海道大学 物質科学フロンティアを開拓するAmbitiousリーダー育成プログラム
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